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【⽬的】
本研究は，⾜関節内反捻挫(Lateral Ankle Sprain: LAS)既往歴を有する⻘
年期⼥性アスリートを対象に，呼吸パターンの違いが⾜底表在感覚機能
および⽚脚着地動作時の⼒学的負荷に及ぼす影響について明らかにする
ことを⽬的とした.

【⽅法】
中学，⾼校，⼤学部活動に所属しLAS既往歴を有する⼥性選⼿140名を対
象とした. Hi-Lo Testを⽤いて⽴位における呼吸パターンを評価し，効果
的呼吸パターン (Functional Breathing: FB)群と⾮効果的呼吸パターン
(Dysfunctional Breathing: DB)群に分類した．⾜底表在感覚機能評価と
して, モノフィラメント触覚計を⽤いて，⾜底触圧覚閾値を測定した. ⽚
脚ドロップジャンプ着地を実施し，⽚脚着地中の⼒学的変数を算出した.

【結果および考察】
呼吸パターン評価では, DB群が94% (FB群8名, DB群132名)を占める結果
となった．踵の⾜底触圧覚閾値において, DB群はFB群と⽐較して有意に
⾼値を⽰した(p=0.04).⽚脚着地中の緩衝係数(p=0.04)および後⽅成分床
反⼒ピーク値(p=0.04)では, DB群はFB群と⽐較して有意に⾼い値となっ
た. 各成分床反⼒ピーク値時刻において, DB群はFB群と⽐較して有意に
低値を⽰した(p<0.05).

【結論】
DBを有するLAS既往歴選⼿は踵の⾜底触圧覚閾値が⾼く, 踵部の⾜底表
在感覚機能低下している可能性が⽰唆された. 床反⼒パラメーターの結果
から, DBは⽚脚着地動作時の⼒学的負荷を⾼める可能性が⽰唆された.
LASのリハビリテーションでは, 呼吸パターンを評価した上で, ⾜底表在
感覚機能および⽚脚着地中の緩衝能⼒の改善の必要性が考えられる.

図表など

80

70

60

50

40

30

20

10

0

後
方
成
分
床
反
力
ピ
ー
ク
値
（
%
）

呼吸パターン適正化群 非呼吸パターン適正化群


